
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
飯 豊 中 学 校 

令 和 ４ 年 度 

第 1 ６ 号 

令和５年１月２５日 

文責：金田孝善 

 1 月末の私立高校一般入試からスタートする本格的な受検シーズ

を間近に控えた 1月 24日(火)、受検に挑む 3年生を励まそうと、

新生徒会主催の進路激励会が開かれました。 

１･２年生の大きな拍手で３年生を迎えた後、新生徒会長の激励の

言葉。続いて新体育委員長を中心とした激励応援、各学級委員から

の合格祈願絵馬の贈呈という内容。最後に３年生代表からお礼の言

葉がありました。新生徒会役員が企画･運営する初めての行事でした

が、はつらつとした応援と心のこもったメッセージで、1･2年生の

思いが、しっかりと 3年生に伝わったようです。 

高校入試はよく団体戦と言われます。３年生には、一人一人志望

先は違っても、励まし合い、挫けそうなときは支え合い、怠けてい

れば叱咤激励する。そんな関係を持ちながら、気持ちを一つにして

壁を乗り越えてほしいと思います。 

（校長のあいさつは、飯豊中ホームページの｢校長室より№157｣をご覧ください。） 

ネットやゲーム依存にならないために～SC 講話を開催 
 

 １月 19日(木)、今年度 3回目のスクールカウンセラー講話を 

行いました。テーマは「“依存”を知ろう～ネット・ゲーム依存に 

ならないために」。飯豊中生にアンケートをとったところ、ネット 

に繋がる機器(ゲーム機、スマホなど)を持っている生徒の割合が学年を 

追うごとに増え、メディアの使用時間は平均 2時間～2時間半に 

なっており、ネットやゲームに依存していると自覚している生徒 

が少なからずいます。 

講師の佐藤恭子先生から教えていただいた内容は、飯豊中ホームペー 

ジ「校長室より№154」に掲載しております。とても興味深く、実用的 

でためになる内容ですので、是非ご覧いただければと思います。 
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６年生を迎えて新入生説明会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

  メディアについて考える ― 学校保健委員会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯豊中生の活躍 
 

◇ロータリー杯英語弁論大会 

 第１位 ２年 大原 滉二郎 さん 

 第２位 ２年 五十嵐彩矢可 さん 

 

◇県中体連 優秀指定選手 

   バスケ ２年 須藤 心優 さん 

野 球 ２年 安部 淳大 さん 

〃  ２年 伊藤 晃人 さん 

スキー ２年 安部 悠斗 さん 

〃  ２年 横澤 芽彩 さん 

バドミントン ２年 孫田  翼  さん 

２月の主な行事 

３日（金） 飯豊町の新たな教育につい 

ての説明会（保護者対象） 

４日（土） ２年親子行事（立志式） 

６日（月）～テスト期間（部活動中止） 

９日（木） 期末テスト 

１４日（火） 生徒会活動 

１５日（水）～公立高校願書受付（～21 日） 

１７日（金） 学校運営協議会 

２２日（水） 父母と教師の会総括役員会 

        学校後援会理事・役員会 

２４日（金） １・２年実力テスト 

１月 13日(金)、各小学校の６年生とその保護者の方を迎え、新

入生説明会を行いました。その中で、今まで練習してきた全校合唱

「My Own Road-ぼくが創る明日-」を披露。６年生からは「男女

のハーモニーがきれいだった」「素晴らしい合唱で、小学校でのこ

れからの合唱に生かしていきたい」などという感想をもらいまし

た。その後、中学校教員による英語の授業で、ちがう小学校の児童

同士が交流を図りました。 

全体を通して、６年生の皆さんのしっかり話を聞く姿勢が印象的

でした。今回の説明会や集合学習が、４月からのスタートダッシュ

につながっていくことを期待しています。 

本校生徒のメディアに対する課題点について協議し、学校と家庭

が連携して生徒の心身の健全な発達を図ることを目的として、１月

19 日(木)学校保健委員会を開催しました。まず、学校からメディ

ア使用についての実態調査の結果やその日の朝に行われたスクール

カウンセラー講話の内容を報告。続いて、メディアに対して生徒が

自己管理できるようになるためにはどうすればいいかを、生徒・保

護者それぞれでグループ協議。最後に、学校薬剤師の先生と町健康

福祉課の保健師さんからご指導をいただきました。 

今回は、朝の SC 講話とのコラボレーションや生徒代表の参加と

いう新たな試みを取り入れての実施でした。メディアの影響を知

り、何をすべきか生徒自身が考えるという良い機会となりました。 

（協議の内容等は、飯豊中ホームページ１月 24 日付｢学校保健委員会だより｣をご覧ください） 


